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2023 年度基本方針 

1. 魅力を伝え同志を増やし、問題を見極める人財へと導く 

2. 地域の新たな価値を創造し、誰もが誇れるまちへと導く 

3. 挑戦を恐れない心を学び、夢を行動に変え実現へと導く 
 

2023 年度理事長所信 

第 57 代理事長 秦 靖英 

 

【はじめに】  

成長するためには、目的に向けて仲間と切磋琢磨し高め合う、失敗した経験から多くのこ

とを学ぶなど様々ありますが共通していることは自分自身が行動を起こし目の前の問題と

向き合っていることです。その先に成長があり人々を導く存在として目的の実現に向けて

明日への道を切り拓くことができます。目的を達成するためには「明日変わろう、明日やろ

う」と後回しにするのではなく「今やろう」と考え行動することが重要です。限りある時間

の中で今この時を大切に行動していく必要があります。 

また、私たち青年会議所は多くの人と協力し、多くの時間を要し明るい豊かな社会の実現

という目的に向けて受け継がれてきた先輩諸兄姉の熱き想いを引き継ぎ、次代へ想いを繋

いでいかなければなりません。 

理想の未来をつくるには、やるべきことを今すぐに行動に移すことで明日という一日を

今よりも良くし、明るい豊かな社会の実現へと導いていく必要があります。そのためにスロ

ーガンを「今行動し明日への道を切り拓く」と掲げ一年間行動していきます。 

中期ビジョン「Be the Compass」が示す青年会議所活動・運動の目指す姿を追求し志高く

未来に向けて運動を展開していきます。 

 

 

 

 

 



【魅力を伝え同志を増やし、問題を見極める人財へと導く】 

 青年会議所の特徴は毎年組織編制が変わっていくことです。任された役割を経験してい

る時や全うした後に自身の成長を知ることで改めて良さや気づきを得ることができます。

そして事業を計画し実行するために行う議論は、一人では気づかなかった様々な考えに触

れることができると共に自身の学びがさらに深まるところにも魅力を感じます。そのため

必ず私生活や仕事に活かすことができます。これは経験しなければ気づくことはできませ

ん。仲間と共に同じ目的達成に向けて行動する経験はかけがえのない財産となります。この

様々な魅力を伝え、明るい豊かな社会の実現に向けて同志を増やしていくことが私たちの

使命です。 

また、青年会議所では人々の意識を変えるためにまちづくりを行い地域のために何がで

きるか考え行動しています。価値観の違いはありますが、メンバーそれぞれが異なる問題を

見つけ計画を実行しています。この中で私たちが解決すべきは表面的ではなく根本的な問

題です。表面的な問題を解決しただけでは目的を達成することができず、再度計画を考え直

す必要があるため問題の本質を見極める能力が必要です。今解決すべき問題は何かを常に

アンテナを張り考え実行する人財を育成し、メンバー一人ひとりが地域を牽引するリーダ

ーとなるために導いていきます。 

 

【地域の新たな価値を創造し、誰もが誇れるまちへと導く】 

島根県が 2020 年度に実施した県政世論調査で約 6割の親がこども達に地元定住や Uター

ンを勧めようと考えていないことが解りました。誰もが帰ってきたい住み続けたいまちに

するには、大人がこどもに対して誇れる良いまちにする必要があります。そして自分達が住

み暮らす地域に目を向け、他人事ではなく自分事として捉え地域の発展を考え行動し、それ

を観た周りの人々に想いが伝わっていく、このまちづくりの輪を広げることが大切です。意

識が変われば暮らしが変わり、自分達の想いを持った行動が実現することでよりまちが好

きになります。そのために自ら行動する重要性を伝え意識を変えるきっかけをつくり、まち

づくりへの意欲を持った人を増やしていきます。 

また、自分の地域に愛着を持つことがまちに誇りを持つうえで重要です。そのためには今

ある安来の魅力を再度見つめ直し新たな価値を創造する必要があります。安来には様々な

地域資源がありますが、地域資源をそのまま活用するのではなく違った視点や考えを吹き

込み新たな価値を生むことで自分の地域により愛着を持てます。そして効果的な運動を行

うには、行政や諸団体との連携を深めることが重要であり私たちや地域の人々の意思が市

政に反映・実現され続けていくためにも必要です。今ある価値をさらに高める運動を行うた

めに誰もが誇れるまちへと導きます。 

 

 

 



【挑戦を恐れない心を学び、夢を行動に変え実現へと導く】 

私たちがこどもの頃気がつかなかったことを大人になった時に気づくことがあります。

それは挑戦を恐れない大切さです。今まで成功にばかりに執着し失敗を恐れるあまり何も

しなかったことはないでしょうか。必要なのは成功ではなく成長です。失敗したとしてもそ

れは経験という財産に変わるため、大人になった時に様々な困難を乗り越えられるように

なります。また大人もこどもに対して「失敗させたくない」と挑戦に対してブレーキを掛け

てしまってはないでしょうか。それを見てこどもは成功してほしいと望む大人の顔色をう

かがい挑戦を恐れてしまいます。こどもには大人が成長の機会を与えなければなりません。

そのため、こども達には挑戦を恐れない心を学んでいただき、大人達には挑戦させる重要性

を伝えていきます。 

また、「あなたの夢は何ですか」と聞かれて答えられたとしても漠然とした希望や情熱を

心の内に秘め「いつか達成したい」と願うだけになっていないでしょうか。内に秘めている

だけでは周りが変わることはありません。公言することで自身を追い込み、奮い立たせ行動

するようになるため実現する可能性が高くなります。そして、まちづくりに対しては「自分

たちの住むまちをもっと良くしたい」という夢を伝えることが大切です。そのため、こども

達には大人達に向けて夢を語ってもらい自分達の意見や要望は実現に繋げられる体験をし

てもらい、まちづくりに進んで参画しようという意欲を高め、行動してこそ夢は実現できる

ことを伝え導いていきます。 

 

【むすびに】 

青年会議所はどんなに困難な事業をするときでも率先して行動する熱いメンバーがそろ

っています。つまらないと感じたことはありませんが辛かった経験はたくさんあります。し

かし、辛いのは幸せになる途中であり、「辛」という字に「一」を加えると「幸」になりま

す。自分が辛い時はメンバーが「一」となり支えてくれたからこそ誰かの「一」になりたい

と考えるようになりました。そして誰かの力になることでかけがえのない発展と成長の機

会を手にすることができます。そんな経験を共に乗り越えたメンバーだからこそ強い絆が

生まれ生涯の友となり得ます。 

今をどう過ごすかを決めるのは自分自身です。何もしなかったと思う一日よりも一生懸

命過ごした一日の方が充実し達成感があります。「明日やろう」ではなく「今やろう」です。

行動した先にまっているものは、自己成長です。この実感が湧くからこそ更なる成長をしよ

うという気持ちになり、その過程で明日への道を切り拓くリーダーとしての資質が育ちま

す。私たちは、人々を導く人財を増やすと共に誰もが住みやすく誇れるまちにするために行

政や諸団体との連携を強化し、まちづくりに進んで挑戦する人が増えていくまちの姿を目

指して運動を行っていくことを誓い 2023年度の理事長所信とさせていただきます。 



所 信 

副理事長 山崎 達矢 

本年度、秦理事長のもと地域活性化委員会の担当副理事長を務めさせていただきます。JCI安来に入

会し 3年目になりますが、1年目で副委員長、2年目で委員長、そして今年度は四役という大役に就か

せていただきました。立場的には担当委員会を管理し委員長を支える役目ではございますが、担当の内

田委員長をはじめ、多くのメンバーは私より経験年数が多く優秀な方ばかりです。その中で副理事長と

しての役務を全うできるか不安ではありますが、JCの先輩である内田委員長や委員会メンバーから様々

なことを学びながら 、副理事長の立場として秦理事長が掲げるスローガン『今行動し明日への道を切

り開く』を信念に委員会メンバーと共に活動していきたいと思っておりますので一年間どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

所 信 

副理事長 宇山 賢二 

本年度、JCIMission、JCIVision が改定され leadershipや leaderの文言等が追加されました。我々

青年会議所の目的である「明るい豊かな社会の実現」に向けてメンバー一人ひとりが若きリーダーとな

り、地域を導く存在にならなければいけません。そして JCI安来が地域を牽引し、そして市民の皆様と

共にまちをつくりあげていくためにもより多くのリーダーとなる会員が必要です。 

 新型コロナウイルスの影響も減少していくであろう本年度は改めて JCの価値、魅力を伝え会員を獲

得し、様々な価値観を持ったメンバーが切磋琢磨し JCI安来はさらなる発展を遂げることでしょう。そ

のために秦理事長の掲げられた『今行動し明日への道を切り拓く』を常に念頭に置いて活動、運動を行

ってまいります。 

 会員拡大・資質向上委員会の担当副理事長として、今までの私の経験を伝え拡大とメンバーの資質向

上の助けになれるよう邁進してまいりますので、一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

所 信 

副理事長 遠藤 宗一郎 

本年度、秦理事長より副理事長の職を仰せつかりました。理事長の掲げられる『今行動し明日への道

を切り拓く』のスローガンのもと青少年育成委員会の担当副理事長として、理事長所信にある「挑戦を

恐れない心を学び、夢を行動に変え実現へと導く」事業の実現に向けて努力します。およそ 3年間続い

ているコロナ禍も、今年は類型の見直しを行い社会経済活動が優先されるような報道も見かけます。こ

の 3年間でリモート等の便利さを学んだ一方で、対面でしか得られないことの重要性も学びました。で

きなかったことが、できるようになる一年となるのであれば各委員会が展開できる事業の幅も広がりま

す。事業の規模が大きくなるにつれ痛みや苦労、困難も伴いますが達成したときの喜びはそれ以上で

す。事業規模に関係なく掲げる目的の達成が重要ですが、このような経験をすることが青年会議所に所

属する一つの意義だと考えますし、様々な経験をしたメンバーで創り上げられた組織で展開する事業は

きっとまちや関わる人々の成長に繋がっていくものと考えます。本年度もメンバーと共有する時間を大

切にし、共に成長できるよう務めていきたいと考えておりますので一年間どうぞよろしくお願いいたし

ます。 



所 信 

専務理事 矢田 敦子 

本年度、秦理事長のもと専務理事の職を務めさせていただきます。 

JCI 安来のメンバー全員がしっかりと想いが備わった運動を行えるよう努めてまいります。また、今

年度は様々な事業がコロナ禍前に近い状態で開催できるのではないかと思われます。LOM内への円滑な

支援だけではなく、県内外各 LOMや外部の方々との繋がりを強化することにも力を注いでいきたいと考

えております。 

私の今までの経験を活かしながら、専務理事の立場で誰かの「一」として支えになれるよう、そして

誰もが「幸」に近付けるように理事長の掲げられた『今行動し明日への道を切り拓く』のスローガンに

則り、責任を持って今行動していきたいと思いますので一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 



所 信 

会員拡大・会員資質向上委員会 

委員長 平井 友香 

安来青年会議所は明るい豊かな社会の実現に向け地域における問題の原因を発見・発掘するべくリサー

チし、発見すればメンバー一体となり工夫を凝らしながら多種多様な問題の解決に奔走します。私たち

は品格のある青年の団体として社会的な良識や道徳、ルールに沿った活動が求められています。各メン

バーが倫理観や資質の向上を常に意識することで地域からの信用を得て、青年会議所の価値や評価をさ

らに高めていくことに繋がると考えます。 

 地域で何を問題と捉えているかは人それぞれです。問題をリサーチするにはその地域の人との交流を

通じて生の声を拾いあげていかなくてはいけません。問題点を見つけるために必要なコミュニケーショ

ン能力や傾聴力、想像力、問題解決にむけた分析力、洞察力といった力を養っていきたいと考えます。

自身の価値観にとらわれるのではなく互いを尊重し会員同士切磋琢磨することで、地域に奉仕すべく常

に考えて計画を練り速やかに行動へ移す人財を育成することを目指します。 

今後の課題としては会員の獲得が急務です。県内外のメンバーとの交流や、政界や地域をけん引するリ

ーダーの話を聞くことは大きな刺激となり自身の人脈を築くだけでなく、安来市や島根県を俯瞰的かつ

客観的に考えるきっかけになります。これはメンバーになり経験しなければ気づくことはできません。

このような JC 運動の魅力を人々に発信し会員拡大に繋げます。メンバーが地域を牽引するリーダーと

なるよう、今行動し明日への道を切り拓いてまいりますのでよろしくお願いいたします。 

 

所 信 

地域変革委員会 

委員長 内田 浩平 

 自分の環境をより良くするためには自ら考えて行動することが必要です。しかし私たちは暮らしが

日々便利に豊かになって行く中で自ら行動することが減り楽をしてしまっているのではないでしょう

か。自分じゃなくても誰かがしてくれる、まちを良くするのは行政の仕事、自分たちの暮らしが苦し

いのは政治のせい国のせい、いつしか自分の暮らしを良くしてくれるのは自分ではない誰かに変わっ

てしまっています。 

 まちづくりを行うのはそこに暮らす私たちであり、人々に当事者意識を持って行動をしてもらうた

めにはまちづくりの主役は誰なのか、一人ひとりの小さな心がけと行動が大きな変化をもたらすこと

を知ってもらわなければなりません。そして自ら考え行動する機会を提供し、自分たちの想いを持っ

て行動することでまちをより好きになり、想いが実現する体験を通してまちづくりへの意欲を高める

機会が必要です。 

そのために、私たち安来青年会議所が導き手となり市民や他団体、行政としっかり連携を強化し多

くの人を巻き込みながら今ある地域資源に新しい視点や時代に合った技術を吹き込み新たなまちの価

値を創造し、イノベーションを起こします。そしてそれがまちへの誇り・愛着へと育っていくことで

自分の身の回りのことやまちの現状に対して当事者意識をもって行動する人が増えていくそんな起爆

剤になれるよう、今行動し明日への道を切り拓いてまいりますので一年間よろしくお願いいたします。 

 



所 信 

青少年育成委員会 

委員長 日野 祐也 

こどもにとって私生活をはじめ学校生活や課外活動は「挑戦」する機会で溢れており、その過程で

困難や壁に直面し失敗を恐れそこから先に進むことを諦めてしまう場合があります。また、成長する

機会を与えるべき大人が自分の都合やこどもを信頼しきれずに挑戦を止めていることがないでしょう

か。それでは積極性や探究心を養う機会を失います。たとえ失敗しても諦めず解決するために試行錯

誤することで知識や手段を学び、何度も挑む中で人は成長し目標へ進んでいくと考えます。だからこ

そこどもに、今挑戦することの大切さを伝え成長できるように導くのが大人の役目です。 

 そこで私たちが、大人とこどもで一緒に体験しながら成長できるように挑戦を学ぶ機会を作ります。

大人にはこどもが挑戦する時や困っている時にサポートし背中を押してあげることが大切だと理解し

ていただき、こどもには困難に直面しても諦めるのではなく成功に至るまでの経験や、たとえ失敗し

たとしてもその過程が重要であることを伝え、積極的に立ち向かう心を育んでいきます。 

また「こども議会」を開催し、夢のある意見・要望を市政に反映させるために自ら前に立ち、夢を

伝えることで実現に繋げられる体験をしてもらい、地域のまちづくりに進んで参画する意欲ある青年

へと導いていきます。 

こども達に挑戦することを学んでもらい、夢を叶えるために行動できる青年となるよう、今行動し

明日への道を切り拓いてまいりますので一年間よろしくお願いいたします。 
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（京都）

10日 （火） 3日 （水） 21日 （水） 20日 （木） 14日 （火）

～14日 （土） ～6日 （土） ～24日 （土） ～22日 （土） ～18日 （土）

10日 （水）

～13日 （土）

24日 (水)

～27日 (土)

19日 (木) 10日 （月） 6日 （金）

～22日 (日) 〜15日 （土） ～８日 (日)

22日 (土)

～23日 (日)

9日 （月） 11日 （土） 4日 （土） 15日 （土） 13日 （土） 17日 （土） 8日 （土） 9日 （土） 1日 （土） 4日 （土） 9日 （土）

10日 （火） 12日 （日） 5日 （日） 16日 （日） 14日 （日） 18日 （日） 9日 （日） 10日 （日） 5日 （日） 10日 （日）

30日 （土）

公益審査会議 10日 （火） 12日 （日） 5日 （日） 16日 （日） 14日 （日） 18日 （日） 9日 （日） 10日 （日） 1日 （日） 5日 （日） 10日 （日）

コンプライアンス 審査会議 10日 （火） 12日 （日） 5日 （日） 16日 （日） 14日 （日） 18日 （日） 9日 （日） 10日 （日） 1日 （日） 5日 （日） 10日 （日）

広報審査会議 3日 （土） 1日 （土） 12日 （土） 9日 （土）

その他

アジア・太平洋
地域会議

（七尾） (ＪＣ会館)

次年度会長地

横浜 （倉吉） （岡山） （防府） （未定）

（ＪＣ会館） （ＪＣ会館）

(桑名)

（ＪＣ会館）

(軽井沢)

（JC会館/WEB) （WEB) （WEB)

（ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館）

国際アカデミー
（静岡）

全国大会
(東京）

サマー
コンファレンス

（横浜）

（横浜） (東京）（ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館）

(東京）

日
本
Ｊ
Ｃ
／
Ｊ
Ｃ
Ｉ

ライン
ミーティング

（月初） (ＪＣ会館) (ＪＣ会館/帯広)

理事会
（京都）

ＪＣＩ諸会議

JCI常任理事会/
理事会

(JCI JEM/JBM)

ＪＣＩ諸会議・大会　開催地
【ＪＣＩ常任理事会/理事会】アメリカ（セントルイス）　【中間常任理事会】アメリカ（セントルイス）
【アフリカ・中東地域会議】ジンバブエ（ハラレ）【アメリカ地域会議】コロンビア（サンタ・マルタ)【アジア・太平洋地域会議】インドネシア（ジャカルタ）
【ヨーロッパ地域会議】ルーマニア（ブカレスト）　【世界会議】スイス（チューリッヒ）

アメリカ
地域会議

アフリカ・
中東地域会議

JCI中間常任
理事会

（JCI MYE)

JCI世界会議
（チューリッ

ヒ）

（ＪＣ会館）

ヨーロッパ
地域会議

ＮＯＭ主要事業

京都会議
（京都）

正副会頭
ミーティング
（月中/WEB）

（WEB)

総会
（東京）

（WEB) （WEB) （WEB) （WEB) （WEB) （WEB)

常任理事会
（ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館） （ＪＣ会館）

地区ナイト

(横浜)

島根BC会頭公式訪問

（松江）

（京都） （総社） （福山） （宇部） （松江）

事業

（Web・京都） （尾道）

（尾道）

周年行事

その他

中
国
地
区

正副会議

財政審査会議

ブロック大会

スケジュール未確定：　三次７０周年　府中６０周年　小野田６０周年　大竹５５周年　井原５５周年　新見５５周年　米子６５周年

会員会議所会議

島
根
ブ
ロ
ッ

ク

正副会議
（出雲） （江津）

役員会議

会員会議所会議
（平田） （島根大田） （安来） （益田）

ブロック大会

（浜田） 未定

ブロック事業
竹島の日 会頭公式訪問

役員会議
（平田） （島根大田） （安来） （益田） （浜田） 未定

（平田）

財政審査会議

（益田） （島根大田）（浜田）

公益社団法人日本青年会議所 中国地区島根ブロック協議会
２０２３年度　年間公式スケジュ－ル（案）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（WEB) （東広島) （東広島) （東広島) （WEB) （WEB) （WEB) （東広島) （WEB) （WEB) （WEB)

未定 地区野球大会

U11少年少女 ２〜３日（庄原）

自主監査

浜田65周年

21日（日）

ブロックスポーツ大会

（平田）

（神戸）

財政審査会議

地区コンファレンス 

（尾道） サッカー地区大会

未定

広島ブロック大会
（大竹）

鳥取ブロック大会
（　　）

岡山ブロック大会
（児島）

(山形蔵王/高松)(沖縄)

LOM周年行事

その他



財政局長
ブロック大会委員会　副委員長

ブロック大会委員会　委員
総務委員会　委員
人財育成委員会　委員

委員

◎ 委員長
〇 副委員長
㋚ サポーター会員

◎ 内田　浩平 ◎ 日野　祐也 ◎ 平井　友香
〇 長谷　憲 〇 永島　太地 〇 古藤　靖大

中田　康太 景山　潤一 木下　淳
矢田　敦子 石井　寛幸 高橋　史加

醍醐　靖幸 　
㋚ 松浦　瑞樹 ㋚ 大黒　辰治
㋚ 小笹　宏太朗 ㋚ ㋚ 石和田　早織

6月 青少年育成委員会納涼
5月

3月
4月

地域活性化委員会 やすぎランニング
フェスティバル 宇山　賢二

12月 創立記念例会 地域活性化委員会

11月 総会/卒業生を送る会

4団体交流担当
ブロスポ担当

会員拡大・資質向上委員会

青少年育成委員会

9月 地域活性化委員会

10月 こども議会

総会

副理事長

小原　昂大

1月

矢田　敦子

宇山　賢二

会員拡大・資質向上委員会

7月 会員拡大・資質向上委員会

8月 総会 青少年育成委員会

矢田　敦子

山崎　達矢
宇山　賢二

長尾　真弓

青少年育成委員会 広報(SNSなど)

刃物祭り、月の輪担当

2023年度　一般社団法人　安来青年会議所組織図（案）

監事
中田　康太

古藤　靖大

日野　祐也

総 会

出

向

者

島根ブロック協議会

理　事　会

6JC経済文化交流会
山崎　達矢

高橋　史加

永島　太地

地域活性化委員会

会員拡大・資質向上委員会

担
当
例
会

事
業
割
当

2月

理事長

山崎　達矢

委員

新年例会

副理事長

景山　潤一秦　靖英

事務局員

長谷　　憲

遠藤　宗一郎

地域活性化委員会

専務理事
矢田　敦子

会員拡大・資質向上委員会

景山　潤一

副理事長

青少年育成委員会

直前理事長
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